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 昨年に引き続いての活動テーマを『ナレッジマネジメントの実践』とし、ここ

数年継続的に目指している『強くて美しい歯科医院』作りにつなげたいと考えて

います。『強さ』と『美しさ』は個人であれ、組織であれ、社会に貢献し認めら

れる存在となるためには備えるべき二大要素ではないかと思います。 

 昨年、メジャーリーグで日本人初のホームラン王となり、満票でＭＶＰに選ば

れた大谷翔平選手の人気は世界規模の様相を呈しています。欧米人からは「背が

低くて眼鏡をかけたエコノミックアニマル」などとやや蔑視されてきた日本人

のイメージを見事に覆してくれた大谷選手に対して、多くの日本人は、ただ喜ぶ

だけではなく、誇らしさを抱いているのではないでしょうか。  

その人気の背景には、野球選手としての体力技術の『強さ』と共に、人間性の

『美しさ』があってのことだと思います。様々な場面での彼の振る舞いにそれを

感じることができますし、観客やファンばかりではなく、相手チームの選手の心

をもつかんでいるのはその『美しさ』にあると言われています。『強さ』がなけ

れば、そもそも注目もされませんが、『強さ』の上に『美しさ』が備わっている

ことで現在の絶対的な存在感となっているのではないでしょうか。 

 歯科医院という組織にも『強さ』と『美しさ』を備えようではありませんか。

そのためにお互いのナレッジを高め相互共有を図ることを日々実践して行きま

しょう。 

 

 

 

 

 

４６０人分の喜び創造体験を分析 

 『きょう、誰かを嬉しくできた？』という体験を書いてもらう院内研修を 1年

ほど継続しています。昨年８月の Management Club Report Aug.2023 Vol.243  

で「13 歯科医院 210 人からの体験報告…」としていくつかの好事例を紹介しま

したが、その後調査を重ね、現在では 26 歯科医院 460 人まで事例がふくらんで

おります。この調査結果から、歯科医院ではどのようなことによって来院者を喜

ばすことができるのかを分析したところ、『喜びに至らせる要因』をいくつかの

共通項に分類することができました。歯科医院によって違いはありますが、全体

をまとめたものが次頁の『嬉しくできた要因 13』です。 

 

嬉しくできた要因 １３ 

460 の報告書を読んでいますと「こうして喜んでもらえた」という嬉しくでき 

１ 喜びを創造する行為には 「美しさ」 が備わる 


